
ルージュの威嚇    松下幹生 

 
爽やかな風  吹き渡る 
高台にある  デッキカフェ 
見張らす彼方  新緑の木々 
待ち合わせした  指定の席の 
椅子に残した  見慣れた帽子 
君の姿は  見あたらず 
ルージュが残る  ティーカップ 

 
スマホに入る  メッセージ 
決めた時間は  守るもの！ 
腕の時計は  10 時を差して 
待ち合わせした  指定の時刻 
約束通り  来たはずなのに 
君の姿は  見あたらず 
乾いた風が  吹き抜ける 

 
さてさてどっちの  勘違い？ 
メールの記録  たどり行く 
出てきた答え  見て驚いた 
待ち合わせした  約束の時 
なんとビックリ  ９時だった！ 
君は怒って  帰ったか··· 
カップのルージュが  目に痛い 
 


